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今
議
員

　

従
来
、
鳥
獣
被
害
は
農
業
被
害

が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
全

国
的
に
市
街
地
で
の
ク
マ
出
没
や

事
故
が
相
次
ぎ
、
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
連
日
、

防
災
無
線
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て

お
り
、
幸
い
人
的
被
害
は
な
い
も

の
の
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ

な
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①
10
月
17
日
発
行
の
広
報
で
は
、

法
令
上
の
理
由
か
ら
猟
銃
が
使

え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
周

知
し
て
い
た
が
、
人
的
被
害
が

懸
念
さ
れ
る
現
状
で
、
猟
友
会

と
の
緊
急
駆
除
体
制
と
連
携
を

ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く
考

え
か
。

②
ク
リ
や
カ
キ
な
ど
放
任
果
樹
の

伐
採
・
処
分
費
用
に
対
す
る
補

助
事
業
の
検
討
は
可
能
か
。

③
農
作
物
被
害
が
増
え
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
に
つ
い
て
、
生
息
状
況

の
把
握
や
ワ
ナ
設
置
な
ど
実
効

性
あ
る
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
考
え
か
。

　

副
町
長

　

広
報
記
事
は
、
職
員
が
有
害
鳥

獣
対
策
中
に
、
銃
の
使
用
に
関
す

る
誤
解
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、

業
務
に
支
障
が
生
じ
た
こ
と
を
受

け
、
法
令
上
の
制
限
へ
の
正
確
な

理
解
を
求
め
て
掲
載
し
た
も
の
。

問答

　

鳥
獣
被
害
対
策
は
鳥
獣
保
護
管

理
法
に
基
づ
き
、
町
で
は
許
可
範

囲
内
で
箱
ワ
ナ
と
銃
に
よ
る
捕
獲

を
行
っ
て
い
る
。
猟
銃
の
使
用
は

法
令
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、

住
宅
地
や
道
路
方
向
な
ど
、
弾
丸

が
到
達
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
は
使
用
で
き
な
い
。
職
員
は
法

令
を
遵
守
し
て
お
り
、
こ
の
点
の

理
解
を
お
願
い
す
る
。

①
緊
急
銃
猟
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

す
で
に
作
成
し
て
お
り
、
今
後
、

机
上
訓
練
や
実
地
訓
練
を
行
い
、

有
事
に
確
実
に
連
携
が
機
能
す

る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

②
他
自
治
体
の
補
助
制
度
は
知
っ

て
い
る
が
、
当
町
で
は
、
安
全

確
保
と
作
業
実
施
の
確
実
性
を

重
視
し
、
昨
年
度
か
ら
町
が
希

望
者
を
募
り
一
括
し
て
伐
採
す

る
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
放

任
果
樹
は
危
険
作
業
が
多
く
、

町
内
の
専
門
業
者
も
少
な
い
た

め
、
個
別
委
託
よ
り
町
に
よ
る

一
括
伐
採
が
最
も
効
率
的
で
早

い
と
判
断
し
て
い
る
。

③
目
撃
情
報
は
多
く
な
い
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

来
年
度
か
ら
定
点
カ
メ
ラ
に
よ

る
行
動
域
・
群
れ
規
模
の
把
握

を
進
め
、
箱
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲

を
強
化
す
る
。
担
当
職
員
の
技

術
向
上
の
た
め
被
害
先
進
地
へ

の
派
遣
や
専
門
家
に
よ
る
現
地

検
分
も
実
施
す
る
。
被
害
防
止

策
と
し
て
、
電
気
柵
購
入
補
助

金
（
補
助
率
１
／
２
、
用
途
別

に
上
限
設
定
）
を
創
設
し
、
自

衛
対
策
を
促
し
て
い
る
。

　
　

町
と
し
て
は
、
捕
獲
強
化
と

被
害
防
止
の
両
面
か
ら
対
策
を

進
め
、
農
作
物
と
人
身
の
被
害

防
止
に
努
め
て
い
く
。

『
移
転
は
考
え
て
い
な
い
。十
二

湖
駅
で
の
利
用
実
績
を
見
な
が

ら
検
討
し
た
い
』

　

今
議
員

　

当
町
の
自
然
景
観
や
歴
史
資
源

を
生
か
し
た
賑
わ
い
創
出
に
向
け
、

次
の
こ
と
を
伺
う
。

地
域
観
光
等
の
活
性
化

観
光
協
会
を
深
浦
駅
へ

移
転
し
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
な
ど
二
次
交
通
を

充
実
さ
せ
て
は

問

問
答

猟友会との
　緊急駆除体制と連携は

鳥獣被害対策

有事に確実に連携が機能するよう
準備を進める

今
こん

　　勝
かつよし

吉議員
質問者の動画が
視聴できます。

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき

当町の地域性を生か
して賑わい創出
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①
観
光
協
会
を
深
浦
駅
へ
移
転
し
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
二
次
交

通
の
充
実
を
図
り
観
光
客
の
滞

在
時
間
の
向
上
を
め
ざ
す
考
え

は
。

②
大
岩
・
行
合
崎
観
光
や
（
仮

称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
商

業
施
設
利
用
者
の
休
憩
所
と
し

て
、
旧
東
北
電
力
事
務
所
や
深

浦
駅
を
活
用
す
る
考
え
は
。

　

副
町
長

①
観
光
協
会
は
令
和
３
年
に
風
待

ち
館
か
ら
移
転
し
、
物
産
館
コ

ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
運
営
に
専
念
し

て
い
る
た
め
、
再
移
転
は
考
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

実
施
し
た
が
利
用
低
迷
に
よ
り

平
成
27
年
度
で
終
了
し
て
い
る
。

現
在
は
モ
ン
ベ
ル
社
と
の
連
携

で
十
二
湖
駅
等
へ
の
配
置
を
構

想
し
て
お
り
、
そ
の
実
績
を
見

な
が
ら
導
入
拡
大
を
検
討
し
て

い
く
。

②
深
浦
駅
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、

北
前
船
寄
港
地
と
し
て
の
街
並

み
を
歩
く
こ
と
が
多
く
、
風
待

ち
館
、
文
学
館
、
ま
る
ご
と
市

場
、
大
岩
、
資
料
館
な
ど
で
適

宜
休
憩
し
て
い
る
。
深
浦
駅
の

待
合
室
も
休
憩
機
能
を
有
し
て

お
り
、
民
間
ス
ー
パ
ー
の
イ
ー

ト
イ
ン
、
夏
季
の
役
場
食
堂
の

涼
み
処
開
放
な
ど
も
利
用
で
き

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
既
存

答

施
設
を
休
憩
所
と
し
て
活
用
し
、

今
後
も
深
浦
の
街
歩
き
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

『「
深
浦
町
地
域
防
災
計
画
」

に
沿
っ
て
対
応
す
る
』

　

今
議
員

　

当
町
は
山
林
原
野
が
大
部
分
を

占
め
、
林
野
火
災
リ
ス
ク
が
高
い

地
域
で
あ
る
。
今
年
の
大
船
渡
市

の
大
規
模
山
林
火
災
を
踏
ま
え
、

本
町
で
同
規
模
の
火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
初
動
体
制
、
関

係
機
関
と
の
連
携
、
住
民
避
難
、

広
域
支
援
受
入
体
制
を
ど
の
よ
う

に
整
備
・
強
化
し
て
い
く
の
か
。

大
規
模
山
林
火
災
の
対
応
体
制

大
規
模
山
林
火
災
時
の

対
応
体
制
は

問

　

副
町
長

　

令
和
７
年
２
月
に
岩
手
県
大
船

渡
市
で
発
生
し
た
山
林
火
災
の
事

例
を
踏
ま
え
、
当
町
で
大
規
模
山

林
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、

「
深
浦
町
地
域
防
災
計
画
」
に
沿

っ
て
、
地
上
・
空
中
で
の
消
火
、

救
助
、
医
療
、
交
通
確
保
、
避
難
、

情
報
提
供
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

初
期
段
階
で
は
、
常
備
消
防
と
近

隣
４
分
団
が
初
期
消
火
に
あ
た
り
、

状
況
に
応
じ
て
消
防
団
を
追
加
出

動
さ
せ
る
。

　

大
規
模
化
が
想
定
さ
れ
る
場
合

は
、
町
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
県
や
消
防
、

警
察
、
自
衛
隊
、
電
力
・
通
信
事

業
者
な
ど
と
連
携
し
て
方
針
を
決

定
す
る
。
必
要
に
応
じ
、
県
知
事

へ
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援
要
請

や
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
要
請
を

行
う
こ
と
と
な
る
。

　

当
町
で
は
地
震
・
津
波
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
手
順
は
大
規
模
山
林

火
災
時
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
防
災
体
制
の
強
化
・

充
実
に
努
め
て
い
く
。

答

『
患
者
数
は
19
名
　
自
家
用
車
か

医
療
機
関
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
利

用
し
て
い
る
』

　

今
議
員

①
当
町
に
お
け
る
人
工
透
析
患
者

の
現
状
（
通
院
・
在
宅
の
別
）

と
、
通
院
が
必
要
な
患
者
へ
の

交
通
支
援
は
。

②
当
町
で
は
高
齢
化
に
よ
り
介
護

需
要
が
増
え
る
一
方
、
介
護
人

材
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
介
護
予
防
の
取
組
を
ど

の
よ
う
に
進
め
、
住
民
の
自
立

支
援
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

な
げ
て
い
く
考
え
は
。

　

副
町
長

①
現
在
、
町
内
の
在
宅
透
析
患
者

は
19
名
（
深
浦
7
名
、
大
戸
瀬

6
名
、
岩
崎
6
名
）
で
、
多
く

は
糖
尿
病
に
よ
る
腎
不
全
で
あ

る
。
通
院
先
は
、
岩
崎
地
区
は

能
代
市
、
深
浦
・
大
戸
瀬
地
区

は
五
所
川
原
市
や
弘
前
市
で
、

自
家
用
車
か
医
療
機
関
の
無
料

送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

白
生
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
送
迎
は

以
前
、
驫
木
地
区
ま
で
運
行
し

て
い
た
が
、
現
在
は
深
浦
地

医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

人
工
透
析
患
者
の
状
況

と
交
通
支
援
の
状
況
は

問答

わが町のここが聞きたい

区
・
浜
町
ま
で
延
伸
さ
れ
て
お

り
、
利
用
者
は
深
浦
2
名
、
大

戸
瀬
1
名
の
計
3
名
と
な
っ
て

い
る
。

②
町
で
は
、
生
き
が
い
活
動
推
進

事
業
、
脳
の
健
康
教
室
、
げ
ん

き
サ
ロ
ン
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
は
高
齢
者
向

け
栄
養
教
室
を
4
回
開
き
、
1

回
は
免
許
返
納
後
の
弘
南
バ
ス

乗
り
方
教
室
と
併
せ
て
実
施
し

た
。
冬
季
に
は
ヨ
ガ
教
室
も
予

定
し
て
い
る
。
評
価
指
標
の
一

つ
で
あ
る
要
介
護
認
定
率
は
、

令
和
7
年
3
月
時
点
で
17
・
81

％
と
県
平
均
よ
り
低
い
。
健
康

づ
く
り
に
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
対
策
と
予
防
が
重
要

で
あ
り
、
町
民
が
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

町
と
し
て
は
、
必
要
な
情
報
提

供
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
環
境
整
備
を
進
め
、
介
護
予

防
の
普
及
啓
発
と
予
防
事
業
の

充
実
を
図
り
、
重
症
化
防
止
と

健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
ん

で
い
く
。


